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A. 研究目的： 
看護師/保健師、管理栄養士、薬剤師等の人材を

育成し、CKD 診療に携わる医療従事者数の増加

を図る。具体的には、R4 年度中に、１）腎臓病

療養指導士の継続的な育成、２）腎臓病療養指導

士の地域差是正に向けた方策の立案、３）厚生労

働科学研究腎疾患政策研究「慢性腎臓病（CKD）

患者に特有の健康課題に適合した多職種連携に

よる生活・食事指導等の実証研究（代表要 伸也）」

との連携による多職種連携の強化、などに取り組

む。 
 

B. 研究方法： 
１）腎臓病療養指導士の継続的な育成：第 6 回

腎臓病療養指導士資格認定に向け、認定のための

講習会の実施、研修記録の評価、試験応募および

試験の実施と認定、などを順次進める。また、

2018 年第 1回認定者が 5年目の更新時期となる

ため、コロナ禍における時限措置として 1 年の

猶予を認めつつ、資格更新を進める。 
 
２）腎臓病療養指導士の地域差是正：寡少地域

への支援策の一つとして、テキストとなる「腎臓

病療養指導士のための CKD 指導ガイドブック」

（2021 年 10 月発行）を配布し、講習・試験方

法についても検討する。地域マップに療養士数の

都道府県別年次推移のデータを提供し、これを可

視化する。その他、各都道府県の連携の会の支援

策について検討する。 
 
３）厚労科研要班との連携：厚生労働科学研究

腎疾患政策研究「慢性腎臓病（CKD）患者に特

有の健康課題に適合した多職種連携による生

活・食事指導等の実証研究（代表要 伸也）」で行

っている多職種連携の多施設共同研究（全国の

24 施設、3015 名が参加）により、多職種介入が

CKDステージG3～G5において腎機能悪化を抑

制するかどうか明らかにし、効果的な介入方法の

分析をおこなう。また、この成果を含めた多職種

連携のためのマニュアルを作成する。 
 
４）チーム医療に資する若手医師の育成：腎臓

専門医や研修医を含む若手医師を育成する。 
 

(倫理面への配慮) 
腎臓病療養指導士名を公開するにあたり、個人

情報の管理に十分な配慮を行った。 
 
C. 研究結果： 
１）腎臓病療養指導士の継続的な育成：2022
年5月29日東京医科歯科大学鈴木章夫記念講堂

研究要旨：多職種連携・チーム医療の推進を目的として、看護師・保健師、管理栄養士、薬剤師

を対象とする腎臓病療養指導士の育成を進めるとともに、CKDの多職種介入に関する多施設研

究に協力、新たに作成した多職種連携マニュアルにその成果を盛り込んだ。また、腎臓病

療養士の地域差解消に向けた取り組みも始まっている。CKD指導を担う人材育成と全国的な均

霑化、チーム医療の強化を通じて、多職種連携が促進され、CKD診療水準の向上に寄与すること

が期待される。 
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において認定のための講習会を開催し、現地およ

びオンディマンドを合せて数百名の参加があっ

た。認定試験には 492 名の応募があり、2023 年

1月30日に認定試験を実施、受験者473名中469
名が合格となった。1～6 回合計で資格認定者は

2,404 名となった。また、第 1 回認定者のうち規

定を満たした 93 名について、資格を更新した。 
 
２）腎臓病療養指導士の地域差是正：「腎臓病療

養指導士のための CKD 指導ガイドブック」を、

人口比で療養士の不足している地域の基幹施設

（日本腎臓学会教育認定施設、J-CKDI 幹事施

設）の指導者に配布した。認定のための講習会は

現地開催とオンディマンドの両方式で行い、利便

性に配慮した。今後は、地域からの受験機会の増

加策として、地域におけるCBT 方式など認定試

験の分散開催についても検討する。また、地域の

実情に見合った支援が必要なことから、各都道府

県の連携の会の設立と地域における療養士活動

の支援を強化することとした。J-CKDI で作成中

の地域マップに、療養士数の都道府県別年次推移

のデータを掲載し、地域の療養士数の把握が可能

となった。 
 
３）厚労科研要班との連携：多職種連携の多施

設共同研究（全国の 24 施設、3015 名が参加）

により、多職種介入が CKD ステージ G3～G5
において腎機能悪化を抑制することが明らかと

なった（Abe M, Kaname S, Clin Exp Nephrol, 
2023）。また、この成果を含めた多職種連携のた

めのマニュアルを作成した（「CKD ケアのため

の多職種連携マニュアル」pdf 版、 要 伸也監修、

全 100 ページ）。  
４）チーム医療に資する若手医師の育成：腎臓

専門医試験・研修医のための腎臓セミナーを実施

し、若手医師の育成に携わった。   
 

Ｄ．考察 
腎臓病療養指導士の増加により、CKD 療養指

導の知識・技能を有し、チーム医療を支える人材

育成が進みつつある。しかし、人数は不足してお

り、活躍の場や十分ではない。今後は、地域偏在

も考慮したさらなる育成を進めるとともに、腎臓

専門医と連動した地域活動、糖尿病療養指導士等

の他の療養士との連携を推進していく必要があ

る。多職種連携のエビデンスが示されたことによ

り、さらなるチーム医療の推進や診療報酬の獲得

に向けた取り組みの加速が期待される。 
 
Ｅ．結論 
腎臓病療養指導士を中心とするCKD診療メディ

カルスタッフの育成とその効果検証が、多職種連

携・チーム医療の強化を通して、腎臓病診療の水

準向上に寄与することが望まれる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
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